
 
保井俊之氏は、2021 年 4月に

広島県が広島の中心市街地に開学
した叡啓大学の唯一の学部「ソー
シャルシステムデザイン学部」の
初代学部長・教授である。叡啓大
学は全科目が能動学習で、「正解」
のない課題解決演習は必修、広島
からグローバルに直接開いている 22 世紀型大学であり、
日本初のソーシャルシステムデザイン学部を擁し、7つ
の日本初がある特色ある新設大学である。 

 ソーシャルシステムデザインは、社会で問いを設定
し、解答を自ら探求するための方法論である。「木を
見て森も見る」システム思考と「ありたい未来を自ら
実現する」デザイン思考をもとに、世の中に新しい価
値を生み出すイノベーションを協創する。 

叡啓大学開学の背景には、ここ数年の間にわれわれ
が経験しつつある、未曽有の社会変化がある。いわゆ
るシンギュラリティの時代が今後 30 年のうちに到来し、
人工知能(AI)が過去のパターンを学習してこれまで人
間がやってきた仕事の大半を担えるようになり、ホワ
イトカラーの大失業時代が来るとも言われている。30
年後に AI が人間の学習曲線を完全に追い越し、今ある
職業の半分はそれにとって替わられるからである。人
間が担う仕事として生き残るのは、創る、つなぐ、癒
す、の三タイプの仕事と
想定されている。人間が
担う職業の半分が消える
から、いわゆる「就職に
有利な学問」の大半も消
えるかも知れない。 

 
 

 
 

そんな世の中を、人
生百年時代で生きる若
者たちが、何を学べば
良いかと尋ねる。残念
ながら、VUCA の時代と
言われるように、予測
不可能な未来が彼らを
待ち受けている。スマ
ホとコロナ禍とチャット GPT の出現を 30 年前に予測で
きなかったように、30年後の社会はさらに変化してい
るだろう。経済産業省が 2022 年に公表した「未来人材
ビジョン」によれば、2050 年に仕事で最も求められる
スキルは、複雑な社会課題に対して、問いを自ら立て、
未来を予測し、イノベーションを起こす力である。こ
の力を会得するには、学術領域としては、クリティカ
ル思考、システム思考及びデザイン思考を身につける
必要がある。そして、変化し続ける社会に対して、生
涯学び続け、自ら仕事を提案できる力をリスキリング
し続けることが求められる。 

叡啓大学は、この 22 世
紀を生き抜く力の涵養の
ために開学された。叡啓
大学が世に送り出す人財
は、世の中を前向きに変
えるチェンジリーダーで
ある。彼らは、何歳にな
っても自分で学びを探し、
学びを実践し、社会の変
化に適応しつつ、自らも社会を変化させる。未来を予
測する最善の方法は、自分であるべき未来を創ること
だという。彼らは未来を
設計するスキルを身につ
ける。そして AI には不可
能で、人間の手に残る、
未来を自ら創り、人をつ
なぎ癒す仕事をする。 
チェンジリーダーを育

成するため、日本初のソ
ーシャルシステムデザイ
ン学部というコンセプト
に加え、叡啓大学にはさ
らに 6 つの日本初がある。
将来の「伸びしろ」コン
ピテンシーを重視して学
生を選抜・育成する卒業
認定及び学位授与方針。

日本最大規模で実施する、
「正解」のないリアルな
課題解決演習(PBL)。学生
全員を対象にした個別コ
ーチングの実施。シリコ
ンバレーの起業家に直接
学ぶ、スタンフォード大
学 SPICE と県立広島大学

日本初が７つある大学を 

創るということ 
～広島からグローバルへの挑戦～ 
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ビジネススクールとの連
携授業。文理を超越し、
SDGs を強く意識した「知
の再統合」リベラルアー
ツ科目群の編成。そして、
全科目で能動学習(アクテ
ィブラーニング)を実施し、
日英 2言語で開講するカ

リキュラムだ。 
これら 7つの日本初の

学びの姿の構築の背景に
は、ここ数年急速に変化
している大学での学びの
リアリティがある。地域
の俊英たちが「上京」し、
高い学費と施設費と下宿
代を払い、階段教室の座
学とバイトにひなが一日
明け暮れる。そして新卒
一括採用後の数年間の企
業研修でようやく一人前
と認められる。この社会
人育成モデルが終焉を迎
えている。コロナ禍がそ
の流れを加速した。「上京」したはずの大学生の多く
は、地元でオンライン授業を受けていた。そして大半
の企業には、一括大量採用で採った新卒を長い研修で
社会人に育成する余裕はもはやない。 

叡啓大学が実現したい人づくりのニーズがここにあ
る。学びが「デキる」人、すなわち与えられたペーパ
ーテストで 100 点がとれる人ではなく、学びを「創る」
人、すなわち自らこれが学びたいと個別の学問領域を
結び付けて学びができる人。そして、与えられた仕事
をそつなくミスなくこなせるという、仕事が「デキる」
人ではなく、卒業した翌日から、自らこの仕事がやり
たいと、仕事を「創る」ことができる人。これがシン
ギュラリティ時代の社会ニーズである。社会を「知る」
だけの学問ではなく、社会を「変える」ための学問、
発想し突き抜け、やり抜く人財が社会に求められてい
る。その学修の目標は、国連の持続可能な開発目標
(SDGs)に具現化されている、地球と地域と人のウェル
ビーイングである。 

「ウェルビーイング(心
の幸せ)をテクノロジーと
対話で加速する」を主要
な研究テーマとし「多幸
海」瀬戸内海の豊かなウ
ェルビーイングを感じる
広島の地において、チェ
ンジリーダーを世に送り
出す日本初の大学で、グ
ローバルに開けた叡啓大
学を開学した意義を総括
し、卓話を締めくくる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 


